
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
プロジェクト課題（２回目）（11）

発表準備と成果発表

第 15 週
プロジェクト課題（２回目）（9）

開発サイクル８回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 16 週
プロジェクト課題（２回目）（10）

開発サイクル９回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 13 週
プロジェクト課題（２回目）（7）

開発サイクル６回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 14 週
プロジェクト課題（２回目）（8）

開発サイクル７回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 11 週
プロジェクト課題（２回目）（5）

開発サイクル４回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 12 週
プロジェクト課題（２回目）（6）

開発サイクル５回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 9 週
プロジェクト課題（２回目）（3）

開発サイクル２回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 10 週
プロジェクト課題（２回目）（4）

開発サイクル３回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 7 週
プロジェクト課題（２回目）（1）

テーマ企画、企画発表会

第 8 週
プロジェクト課題（２回目）（2）

開発サイクル１回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 5 週
プロジェクト課題（１回目）（5）

開発サイクル５回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 6 週
プロジェクト課題（１回目）（6）

発表準備と成果発表

開発サイクル２回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 3 週
プロジェクト課題（１回目）（3）

開発サイクル３回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 4 週
プロジェクト課題（１回目）（4）

開発サイクル４回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
プロジェクト課題（１回目）（1）

開発サイクル１回目（計画、実施、レビュー、ふりかえり）

第 2 週
プロジェクト課題（１回目）（2）

100%

発表は与えられた条件を満たしているか、平常点は毎朝のチーム打ち合わせの状況で評価する

授業外における学修 特になし

教科書・教材 オリジナルテキスト「ソフトⅣ　プロジェクトノート」

0% 課題評価 60% 平常評価 40% 合計

授業方法 グループでプロジェクト課題を遂行する。チームでの成果を発表し評価を受ける。

実務家教員による
実践的教育の内容

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
与えられたプロジェクト課題に対して、指定されたチームでPBL(Project Based Learning：プロジェクト形式の学習）に取り
組む。

スクラム開発の用語やイベント、型を学びチーム開発の運営を理解する。

到達目標
グループでプロジェクト課題を進める上で、計画を立て、適切に役割を分担し、なおかつ相互にコミュニケーションをとりな
がら調整でき、外部からのフィードバックを反映・改善でき、スクラム開発を理解運用できること。

教員の実務経験 無 実務経験職種

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

前期

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 式　克洋

2025

科目名 ＰＢＬ１ 科目コード B980

授業時間/週 5 時間/週 年次 4年 学期


